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速 読
古
文

漢
文

問
１　
「
奉
り
し
」
を
正
確
に
捉
え
て
正
し
い
解
釈
を
導
く
。「
奉
る
」
は
多
義
語
の
敬
語
で
、本
動
詞
に
な
る
場
合
と
補
助
動
詞
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
動
詞
「
継
ぐ
」
に
続
い
て
い
る
の
で
補
助
動
詞
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
し
」
は
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。
下
に
体

言
「
こ
と
」
や
体
言
の
代
用
の
「
の
」
な
ど
を
補
っ
て
現
代
語
訳
を
考
え
る
と
よ
い
。
ま
た
、「
い
か
に
」
は
「
ど
の
よ
う
に
」
の
意
。
下
に

「
思
ふ
」
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
正
解
は
ア
。

問
２　

本
文
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

よ
っ
て
、
正
解
は
ウ
。

「
奉
る
」本
動
詞　
　

謙
譲
語
↓
①
差
し
上
げ
る
（「
与
ふ
」
の
謙
譲
語
）、
②
参
上
さ
せ
る
（「
遣
る
」
の
謙
譲
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　

尊
敬
語
↓
③
召
し
上
が
る
（「
飲
む
」「
食
ふ
」
の
尊
敬
語
）、
④
お
召
し
に
な
る
（「
着
る
」
の
尊
敬
語
）、
⑤
お
乗

り
に
な
る
（「
乗
る
」
の
尊
敬
語
）

　
　
　

補
助
動
詞　

謙
譲
語
↓
「
お
〜
す
る
」「
〜
（
し
）
申
し
上
げ
る
」。

ア　

命
を
助「奉
り
し
」を「
〜
申
し
上
げ
た
」と
し
て
い
る
。「
い
か
に（
思
ふ
）」の
訳
が
適
当
で
あ
る
。（
○
）

け
申
し
上
げ
た
の
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

イ　

命
が
助謙
譲
語
の
補
助
動
詞
が
な
い
。「
い
か
に
」に「
申
し
上
げ
る
」の
意
は
な
い
。（
×
）

か
っ
た
の
は
ど
う
申
し
上
げ
た
ら
よ
い
の
か
。

ウ　

命
を
助「奉
り
」に
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
意
味
は
な
い
。（
×
）

け
ら
れ
な
さ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
。

エ　

命
が
助謙
譲
の
補
助
動
詞
が
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。（
×
）

か
り
な
さ
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
な
さ
る
の
か
。

▶選択肢判定チェック◀・
大
納
言
部
屋
に
向
か
っ
て
く
る
大
き
な
足
音
に
、
武
士
が
来
て
自
分
は
殺
さ
れ
る
の
だ
と
身
構
え
る
。

・
入
道
（
＝
平
清
盛
）

様
子
「
も
つ
て
の
外
に
怒
れ
る
気
色
」、「
し
ば
し
睨
ま
へ
」

　
「
こ
の
一
門
滅
ぼ
す
べ
き
由
の
結
構
」（
＝
平
家
打
倒
の
計
画
）
を
企
て
た
と
さ
れ
る
大
納
言
に
対
す
る
強
い
憤
り

理
由
恩
を
仇
で
返
さ
れ
た
こ
と
（
問
１
）

計
画
が
未
遂
の
う
ち
に
大
納
言
を
捕
え
ら
れ
た
の
は
、「
当
家
の
運
命
」
が
尽
き
て
い
な
い
か
ら
。
裏
切
り
の
理
由
を
大
納
言
の
口
か

ら
直
接
聞
こ
う
と
言
う
。

・
大
納
言
「
ま
つ
た
く
さ
る
事
候
は
ず
」
と
言
っ
て
、
あ
く
ま
で
平
家
打
倒
の
計
画
は
な
い
と
主
張
す
る
。

ア　

大
納
言
は
、
命
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
平大
納
言
が
命
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
は
本
文
に
な
い
。（
×
）

家
に
恩
義
を
感
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。

イ　

入
道
は
、
内
府
が
懇
意
に
し
て
い
た
大
納
言
を
、
弁「日
頃
の
…
…
承
ら
ん
」と
あ
る
が
、そ
の
返
答
次
第
で
助
命
す
る
と
い
う
内
容
は
本
文
に
な
い
。（
×
）

明
次
第
で
は
助
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

ウ　

入
道
は
、
平「当
家
の
運
命
尽
き
ぬ
に
よ
り
て
迎
へ
奉
り
た
り
」と
合
致
す
る
。（
○
）

家
の
運
が
尽
き
て
い
な
い
た
め
に
大
納
言
の
計
画
が
発
覚
し
た
と
考
え
た
。

エ　

大
納
言
は
、
平大
納
言
は
平
家
打
倒
の
計
画
へ
の
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。（
×
）

家
に
刃
向
か
お
う
と
し
た
計
画
を
認
め
な
が
ら
も
、
必
死
に
助
命
を
訴
え
た
。

▶選択肢判定チェック◀

出典

平
家
物
語

　

軍
記
物
語
。
鎌

倉
前
期
。
作
者
は
信し
な
の
の濃

前ぜ
ん

司じ

行ゆ
き

長な
が

と
も
言
わ
れ
る
が
、
成

立
年
と
と
も
に
未
詳
。
平
清

盛
を
中
心
と
す
る
平
家
一
門

の
興
亡
を
、
仏
教
的
無
常
観

を
主
題
と
し
て
叙
事
詩
的
に

描
く
。
語
り
物
と
し
て
琵
琶

法
師
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
。

古
文
の
世
界

　
死
生
観

　

本
文
で
は
清
盛
が
「
恩
を
知
ら
ぬ
を
ば
畜ち

く

生し
ょ
うと
こ
そ
言
へ
」
と
成
親
を
罵
倒
す
る
。
鳥
獣
虫

魚
の
総
称
で
あ
る
「
畜
生
」
は
仏
教
に
お
け
る
輪り

ん

廻ね

転て
ん

生し
ょ
うの

考
え
方
で
、
人
間
道
か
ら
身
を
落

と
し
た
結
果
の
生
の
形
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う（
生
き
物
）
は
六

ろ
く（
り
く
）
道ど

う

と
呼
ば
れ

る
六
つ
の
世
界
（
天
道
・
人
間
道
・
修
羅
道
・
畜
生
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
）
で
生
死
を
繰
り
返
す
が
、

死
後
、
来
世
で
ど
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
は
、
そ
の
前
世
（
つ
ま
り
現
世
）
の
行
い
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
親
子
や
夫
婦
な
ど
、
現
世
で
深
い
間
柄
に
な
る
人
間
同
士
は
前
世
か
ら
の

縁
が
深
い
た
め
と
す
る
な
ど
、
輪
廻
の
考
え
方
は
当
時
の
人
々
に
深
く
内
面
化
さ
れ
て
い
た
。

「
平
家
物
語
」

10
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復 習

　
　
　
　
　
　

解
答
と
品
詞
分
解
・
現
代
語
訳

文法
Ｑ
省略
Ｑ

　
　
　

解
答

㋐　

武
士
。
さ
む
ら
い
。　
　
　
　
　

㋑　

し
か
し
な
が
ら
。
そ
う
で
は
あ
る
が
。

㋒　

う
か
が
う
。
お
聞
き
す
る
。　
　

㋓　

お
呼
び
に
な
る
。
お
招
き
に
な
る
。

単語
Ｑ

15

「
平
家
物
語
」

10後
ろ
の格

助

方
よ格

助り
、
足
音
の格

助

高形
動
ナ
リ
・
用

ら
か
に
し

サ
変・
用

け過
・
已れ

ば接
助

、「
す感

動は
、
た

副だい
ま
我代

が格
助

命
を格

助

失ハ
四
・
未は

ん推・
終

」
と格

助

て接
助

、「
も
の
の
ふ
ど接

尾も
が格

助

参
ラ
四・
体・
謙
譲る

に断・
用

こ係
助そ

」
と格

助

待タ
四
・
用ち

給
ハ
四・
体・
尊
敬・
補

ふ
に接

助

、入
道
み

副づか
ら
板
敷
高形

動
ナ
リ
・
用

ら
か
に
踏

サ
四
・
用

み
な
ら
し
、
大
納
言
の格

助

お
は

サ
変
・
用

し
け過

・
体る

後
ろ
の格

助

障
子
を格

助

さ
副つ

と
開カ

下
二・
未け

ら尊
・
用れ

た完
・
終り

。
素
絹
の格

助

衣
の格

助

短
形
動
ナ
リ
・
体

か
ら
か
な
る
に格

助

、
白形

ク
・
体き

大
口
踏

マ
四
・
用

み
く
く
み
、
聖
柄
の格

助

刀
お

ガ
下
二
・
用

し
く
つ
ろ
げ
て接

助

挿サ
四
・

す体

ま
ま
に格

助

、
も
つ
て
の
外
に格

助

怒ラ
四・
已（
命
）

れ
る存・

体

気
色
に断・

用

て接
助

、
大
納
言
を格

助

し
副ば

し
睨ハ

下
二
・
用

ま
へ
、「
そ

接もそ
も
御
辺
は係

助

、
平
治
に格

助

も係
助

す
副で

に
誅サ

変
・

せ未

ら受
・
終る

べ当
・
用か

り
し過・

体

を接
助

、内
府
が格

助

身
に格

助

代ハ
下
二・
用へ

て接
助

申サ
四・
用・
謙
譲し

なマ
下
二
・
用

だ
め
、首
を格

助

継ガ
四
・
用ぎ

奉
り

ラ
四・
用

し過・
体

は係
助

い
副か

に
。
何代

の格
助

遺
恨
を格

助

持タ
四
・
用ち

て接
助

、
こ代

の格
助

一
門
滅サ

四
・
終

ぼ
す
べ意

・
体き

由
の格

助

結
構
は係

助

候ハ
四・
用・
丁
寧ひ

け過
・
体る

や
連
語ら

ん
。
恩
を格

助

知ラ
四
・
体る

を格
助

人
と格

助

は係
助

言ハ
四
・
体ふ

ぞ係
助

。
恩
を格

助

知ラ
四
・
未ら

ぬ消・
体

を格
助

ば係
助

畜
生
と格

助

こ係
助そ

言ハ
四
・
已へ

。

し
接

か
れ
ど
も
、
当
家
の格

助

運
命
尽カ

上
二・
未き

ぬ消・
体

に格
助

よ
接り

て
迎ハ

下
二・
用へ

奉
ラ
四・
用・
謙
譲・
補

り
た完

・
終り

。
日
頃
の格

助

あ
ら
ま
し
の格

助

次
第
、
直形

動
ナ
リ・
用に

承
ラ
四・
未・
謙
譲ら

ん意・
終

」
と格

助

ぞ係
助

のハ
四
・た

ま用

ひ
け過

・
体る

。
大
納
言
、「
ま

副つた
く
さ連

体る
事
候ハ

四・
未・
丁
寧は

ず消・
終

。
人
の格

助

讒
言
に断・

用

て接
助

ぞ係
助

候ハ
四・
終・
丁
寧・
補ふ

ら現
推
・
体む

。
よ

副くよ
く
御
尋
ね
候ハ

四・
命

へ
」と格

助

申
サ
四・
未・
謙
譲さ

れ尊・
用

け過
・
已れ

ば接
助

、
入
道
言ハ

四
・
未は

せ使・
用

も係
助

果タ
下
二・
未て

ず消・
用

、「
人
や係

助

あラ
変
・
体る

、
人
や係

助

あラ
変
・
体る

」
と格

助

召
サ
四・
未・
尊
敬さ

れ尊・
用

け過
・
已れ

ば接
助

、
貞
能
参ラ

四
・
用り

た完
・
終り

。
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・
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へ

後
ろ
の
方
か
ら
、　
　
　
　
足
音
が
高
ら
か
に
し
た
の
で
、　
　
　
　
　
　
　「
あ
っ
、
今
す
ぐ
私
の
命
を
奪
う
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
、　
　
　
　
　
　
「
武
士
ら
が

参
上
す
る
の
に（
ち
が
い
な
い
）」と（
思
っ
て
）お
待
ち
に
な
る
と
、
入
道
自
身
が
板
張
り
の
床
を
高
ら
か
に
踏
み
鳴
ら
し
、
大
納
言
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
（
所
の
）
後
ろ
の
障
子
を

さ
っ
と
お
開
け
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
無
紋
の
絹
の
法
衣
で（
丈
が
）短
い
も
の
に
、　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
で
も
な
く
腹
を
立
て
て
い
る
様
子
で
、　
　
　
　
　
大
納
言
を
少
し
の
間
睨に
ら

み
つ
け
、　
　
　  「
い
っ
た
い
あ
な
た
は
、
平
治
の
乱
（
の
と
き
）
に
も
と
っ
く
に

 
 

何
の
恨
み
を
抱
い
て
、　
　
　
　
　
こ
の

一
門
（
＝
平
家
）
を
滅
ぼ
そ
う
と
い
う
旨
の
計
画
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
恩
を
知
る
も
の
を
人
と
は
言
う
ぞ
。

 
 

こ
の
と
こ
ろ
の
計
画
の
事
情
を
、（
あ
な
た
の
口
か
ら
）
直
接
お
聞
き
し
よ
う
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

人
の
讒
言
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
十
分
念
入
り
に
ご
吟
味
く
だ
さ
い
」と
申
し
上
げ
な
さ
っ

た
と
こ
ろ
、　
入
道
は
　
　
言
い
終
わ
ら
せ
も
せ
ず
、「
人
は
い
る
か
、
人
は
い
る
か
」
と
（
家
来
を
）
お
呼
び
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
貞
能
が
参
上
し
た
。

白
い
大
口
袴
の
裾
を
内
側
に

丸
め
込
ん
で
履
き
、

聖
柄
の
刀
を
ゆ
っ
た
り
と
ゆ
る
め
て
挿
す
（
と

い
う
普
段
の
）

ま
ま（
の
格
好
）

で
、

（
罪
人
と
し
て
）
死
刑
に
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
が
、

内
府
の
命
に
代
え
て
（
助
命
を
）
申
し
上
げ
て
と
り
な
し
、
首
を
保
ち
申
し
上
げ
た
（
＝
命
を
助
け
申

し
上
げ
た
）
の
は
ど
う
（
思
っ
て
い
る
の
）
か
（
、
平
家
に
恩
義
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
の
か
）。

恩
を
知
ら
な
い
も
の
を
け
だ
も
の
と
言
う
。（
け
だ
も
の
の

よ
う
な
あ
な
た
が
、
恩
知
ら
ず
な
計
画
を
立
て
た
。）

し
か
し
な
が
ら
、
当
家
（
＝
平
家
）
の
運
命
が
尽
き
（
て
は
い
）
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

（
平
家
討
伐
の
計
画
が
事
前
に
露
見
し
て
、
こ
こ
に
）
迎
え
申
し
上
げ
た
。

大
納
言
は
、「
全
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
（
＝
平
家
を
滅
ぼ

そ
う
と
い
う
計
画
）
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

謙
譲
語

入
道

大
納
言

補
助
動
詞

尊
敬
語

作
者

入
道

本
動
詞

尊
敬
語

本
動
詞

丁
寧
語

補
助
動
詞

作
者

大
納
言

大
納
言

入
道

作
者

入
道

謙
譲
語

本
動
詞

大
納
言

大
納
言

大
納
言


